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SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/ 

市内でインフラ構造物のデジタル点検を行う社会環境イノベーション株式会社は、東北大学発 

ベンチャー企業の株式会社ＸＭＡＴ（クロスマテリアル）と共同で、360°カメラの映像から生 

成したガウシアンスプラッティング空間データを活用して、現場確認及び施工箇所図面等資料の 

省力化・見える化に向けた実証試験を実施しました。 

本実証試験は、郡山市大学発ベンチャー企業実証試験等支援補助金を活用した事業です。 

  【実証試験（成果報告）】 

１ 日 時 10 月２日（金）10 時 30 分～ 

２ 会 場 郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 会議室 

（郡山市田村町徳定字中河原１－１ 日大工学部内） 

３ 主 催 社会環境イノベーション株式会社 

      株式会社ＸＭＡＴ 

渡富建設株式会社 

国立大学法人東北大学 未来科学技術共同研究センター 

  公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

郡山市 

４ 内 容 成果報告の後、対象物件である徳定川４号橋（郡山市田村町徳定地内） 

に移動し、360°カメラによる撮影のデモンストレーションを実施。 

※取材を希望される方は、10月１日(木)17時までに郡山市産業創出課 齋藤（電話：024-924-2271

もしくはメール：sangyou-sousyutu@city.koriyama.lg.jp）までご連絡ください。

〇実証試験概要について 

 施工現場で撮影した 360°カメラの映像をもとにガウシアンスプラッティング空間データを加工し、 

現場状況の把握、記録写真の整理、将来の維持管理資料としての有用性等について、事業化の可能性を 

確認します。データ容量の軽量化やコメント機能により、サーバの負荷軽減や経過記録の保存などが期

待されます。 

＜ガウシアンスプラッティング法＞ 

 従来の「点」の集合で構成される３D データとは異なり、空間に「３D ガウス分布」と呼ばれる半透

明の楕円体を配置して立体を再構成する技術です。従来の点群では避けられなかった「すき間」を埋め、

写真のような極めてリアルな質感を実現することができます。 

工事現場等の状況をリアルな３D モデルで共有！ 

「３D ガウシアンスプラッティング技術」を用いた

橋梁施工管理業務の実証試験成果を発表

2026 年９月 18 日 

郡山市農商工部 

産業創出課 

課長 古川 誠 

TEL：924－2278 

SDGｓ ターゲット 17.17 「効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する」

（協力機関） 

ターゲット 17.17

https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/




経路図（インキュベーションセンター→徳定川４号橋）

徳定川４号橋

日大工学部正門を出て左折

後、最初の信号を左折

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（日大工学部内）

市道笹川大善寺線の下を

くぐります


